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菌 核 菌 一 名 白 絹 病 菌  (Sclerotium Rolfszz SACC. に 就 て

第 六 報

菌 核 菌 の 突 然 愛 異 の 二 例

中 田覺五郎

(第二圏版附)

(昭和二年五月二十五日受領)

1.緒 言

著者は已に菌 核菌 を嫌觸 現象 に よりて区 別 し少 くとも本菌 には35種 のStrainが 存 在す る

こと及び,福岡 地方にては天然 に於て14Strainの 存在 する ことを示せ り。か く同一 種間に

多数のStrainの 存 す ることに就ては,STAKMANが中に38Strainの

存 在す ることを読 け るが如 く其 の圃に乏 しか らす。尚 同一地 方に於 て多数 のStrainの 存 在す

ることも,已 にCHRIsTENsENがSt.Paulに 於 て 中 に11Strain存

在 せ しことを誰せ しが如 く亦其 の例 なきに あ らす。 然 れ ども此 等の例は概 して 稀に して從

ひて著 者は著者 が とれ る種 別法が合理 的な りや 否につ きて疑 を有せ り。然 るに著者は1921年

來 本菌 を培養 しつ つある闇 に,1925年 に至 り偶mutantの 二例 を獲見 す るを得 た り。是 は本

菌 にStrainの 多 きこ と,並 に同 一地 方に多数 のStrainの 存 在する ことを立設 する ものな ら

んか。

街 著者は嚢 に本菌 のPerfectformを 磯 見 して本菌 を 属 に納 め,澤田 氏の

と勤 比して其 の種 名 をとれ り。然 るにWHETZELは 本 菌 のPerfectformは

属 なるぺ しと豫 察 し,著 者のPerfectformは 恐 らく の雑菌 せし結果 なるべ

しとの意見 を寄 せた り。著者 は ここに本菌 より得た るMutantM、 を検す るに,M、 は純緯培

養上 にて容 易に胞子 を形成 し而 も夫 は に驕すべ きものな る ことを 認 めた り。是

は本菌 のPerfectformは に あ らす して なる ことを示 す ものな らんか。

元來Mutationな る語はDOBE一 に よりて 初 めて 微 生物 に適 用せ られた る も,性 質上高等

生物 のMutationと 異 るところあ るを以て,STEVENSはMutationに 劉 して

に野 して`Saltant・ を 用ひ,・尚GuRNEY・DlxoNは 共 の著 に於て ・Transmutation・ な る語 を使

用せ り。かか る所以は,未 だ微 生物 につ きてはSexuality並 にCytologyの 研 究が 不充分 な る
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がた めにして,微 生物 に見 るMutationは 高等 生物に見 るMutationと 同 一視 能は ざるに よ

る。然 りと錐 も鼓には後に述ぶ るが如 き理由に よ りて,Mutation,並 にMutantな る語 を用 ふ

る こととせ り。

從 來微 生物につ きてMutationの 例 は比較的多 し。就 中細菌 にあ りては寧 ろ 普 通 に見 る事

實 に して,DOBELL及GURNEy-DIXONは 各 共の著 に於て從來 よりの 幾 多の例 につ き詳述 す る

ところあ り。然れ,ど も菌 類にあ りて は寧 ろ共 の例少 き傾あ り。即ち1908年ARclcHovsKYは

に つ き黄褐色 の胞子 を有す るMutantを 獲 見せ しを初 め とし,EDGERTONは

20飴 種 の寄主植物 よ り を分離 し,内 從來の もの と全 く異 る性質 を

有す るもの を得,之 はMutantに 外 な らざる ことを設 し,BRIERELYは よ り

Albinomutantを 得,街SCHONTENは 及 より各 々胞子

型の異 るmutantを 得,而 も後 者につ きては之れ を と命名せ り。共 の後氏は

更 に よ り白 くして繊細 なる塊状 を作 る特種のMutantを 得 た り。か く

して1922年 に 至 りSTEVENSは につ きて研究 し,38種 のMutantを 叉

LARUEは よ り一種の長 形淡色の胞 子 を有す るMutantを 得,次 で1923

年 に はBLOCHWITZは よ り緑 色の 胞子 を有す るMutantを 得 た り。禽

BoMRは1924年 よ りAlbinoMutantを,CHAuDHuRIは

よ り一一種 のMutantを 得,1925年 にはCHRISTENSENは よ

り13種 のMutantを 得 て共 の性状 につ きて論 じ,JOHNSONも よ

り…種 のMutaltの 突 獲せ しを報告せ り。

著 者は につきて研究 中,1925年 偶Mutant,の 二 例即 ちMutant.(Mエ)菌

48號 及Mutant2(M、)を 得た るを以て,鼓 に共 の形 質 を記 し且つ共のMutantに つ き考察 す

るところあらん とせ り。
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2. Mutant, (M1)

(A)M,の 起源

著者は1925年5月4口 の各別の培養の間に於ける嫌觸現象の有無 を槍せ

んとし,47origin菌 を麹汁寒天基上に野待培養せ り。然 るに菌43號 樹菌44號 及菌33號対

菌 舶 號の二個の蜀待培養に於てのみ菌44號 の部に當 り特殊の菌 核の成生ぜしを褒見せ り。

而 して著者は直に菌体 號の母培養を槍せしに,総 菌 践数197個 中194個 の菌 核は菌64號

の元來の形質を現はせしに拘 らす,三 個の菌 蔵丈が僅かに培養面の末端に當 り特種の形態 を

有することを認めた り。故に対待培 養せ し菌 舶 號の特種の菌核は・已に母培養に於て蛮現
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せ しものな る ことを知 るを得 た り。而 して菌33號 はF.A.WOLFが 北米 にて落花生 に 寄 生

せ しもの よ り分離 し得た る ものに してJ。WESTERDIJKの 厚意 に よりて得た る もの・菌43號

はH.A.LEEが 比 律賓 にて煙草 に寄生せ しもの より分離 し得た る もの,及 び菌44號 はC.(}

WELLESが 同 じ く比律賓 にて煙草 に寄 生せ し もの より分離 し得た る もの にして,此 等二種 は

共 にH.H.WIIETZEbよb直 接 に得た る ものな りとす。

(B)M1の 性質

M.は の各Strain就 中Original.(O、)と は形態的,培 養的,生 理的並に

寄生的性質に於て著しき差異ありて全 く特種の性質を有す。

今M、 の性質を記し且つOエ の性質と対比するに下の如し・

(1)形 態的性質(麹 汁寒天培養)

M.は人工 培養基上に於て よく繁殖 し且つ容易に菌核を作るものなるが・著 しき特性は人

工培養上にてよく且つ容易に胞子を形成し得ることなりとす。

著者は1921年 來M.M,の 外47originの 菌 につき胞子の形成に笏めしも・今 日まで培

養基上にて胞子 を形成 し得たるものは此のM.あ るに過 ぎづ㌔
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第 一 圖 普通M、 の櫓子嚢 は麹汁寒天培養基にあ

りては培養後30同 にして稚結 節を帯ぺる

皮質状の菌暦として現はれ,後 其の菌層は

粉質状 を呈す。 之れ即ち胞子の形成による

ものな りとす。 今M1及O1の 菌線 菌

核,子 實層,捲 子褻,胞 子及小柄 を槍するに

下の如し。
A.B。Eは 携子嚢の初期

Cは 胞子な形成ぜろもの

Dは 胞子

(a)菌 繰

繊弱にして捲曲。

稽褐色にして綿統光澤。

最大の幅6.6p平 均幅5.Op

(b)菌 核

主 として培基の周邊に形成。

形状は不規則にして不同。

表面は黒褐色にして粗霧。

大 さは長さ2.OCO±0.236mm.

堅密 にして直行。

白色にして絹繍光澤。

最大幅8.8p平均 幅三7.5p.

培基 に亭等に形成。

約球形にして整i-。

濃褐色にして平滑。

長 さ1.017±0.015mm.



幅1.762±0.116mm.

表 面の有色組織は3乃 至4暦

の細胞より成 り其の厚 さは

33・P

(の 子實層

(麹汁寒天培養基上のもの)

蝋 白色

(d)捲 子嚢

棍棒状にして幡6.4μ.

(e)胞 子

群梨形或は卵圓形

最大6.6×4.4p.

平均6。0×4.4μ.

(f)小 柄

基部僅かに太く尖端銚

2乃 至4本

幅0.950±0.010mm。

約 二層 の細 胞 よ り成 り

其 の厚 さrp均13・5μ ・

(甜 茱 に接 種ぜ し もの)

灰 白色

棍 棒1伏に して幅6.6p.

洋 梨 形或 は卵 劉 形

最 大11,0×6.6μ.

平均6.6×4.4ii.

墓 部僅 か に太 く尖 端鏡

主 と して4本

(2)培 養的性質

M、 の培養上の性質中最 も著 しき特微 は菌核の形威賦態な りとす。即ち菌懸暦の一部は漁

性化して腫物 伏に隆起 し,後収縮 するに及んで直に菌核となる。故に其の形は不規則にして

不同,且 つ表面は極めて粗霧 をなす。今M.に つき培養上の性質をo、 と対比すれば下の如

し。

M↓

(a)馬 鈴薯寒天培養

菌暦。 糟厚

菌核。 形不規則にして

大に,濃 褐色秘呈し

表面粗

(b)菜 豆煎汁寒天培養

菌暦。 堅密にして膜状～レなし穂延

菌核。 大にして形は不規則かなし

濃茶色にして表面粗

(c)肉7i寒 天培養

菌暦。繊柔にして毛皮状

菌核。形成多く不規則形

大にして暗茶色

表面粗

(d)Czapek寒 天培養

菌暦。菌糸 は培基に堅着して

革状をなす

菌核。不規則形,濃 茶色

大形,表 面粗

Oi

菲薄

球形に・して小に約整一・

にしては淡褐色なな

し,表 面平滑

粗にして蜘蛛粟状なカ し薄

ノi・にしてi球形」なな し

淡褐色にして表面平滑

多少堅密にして膜状

形成少 く球形

小にレて淡褐色

表面平滑

菌緯は氣走 し噛て

毛皮状秘なす

球形,淡 褐色

小形,表 面平滑



(e)蒸 馬鈴薯培養

菌暦。淡褐色にして厚 く革状

存なす

菌核。累積 して生 じ暗褐色

に して不規則形なな し

表面粗

(f)麹 汁寒天培養

(1)の(a)(b)(c)参 照

白色にして薄 く

毛皮状ななす

孤生し淡褐色

にして球形,表

面は平滑

(3)寄 生 的性 質

凡てのStrain就 中菌44號(o。)は 多数の 植物 にi対し寄 生力 を有す。

然 るにM.は 以下 に示 すが如 く11種 の植物中僅 かに辛 じて扁豆 に接種 し得た るの みにして

他 の植物 には全 く寄生 し得 ざ りき。著 者は接 種試験 をなす に當 り最 もよ く留意 し,inoculu)n

と してCzapek寒 天培養の三 日の もの より0。8×1.Oc.m.大 の菌層 を とり,之 れ を接種 植物の

茎(地 表 より,2寸 高さの部 位)に 加傷接 種 した り。即 ちinoculumは同一 生長 の もの を同量

と り而 も同 一状態 に於て接 種 し,之 れ を温室 に納 めて 日々観察せ り。共 の結果下 の如 し。
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接種植物名

箆晩

馬鈴薯

骨藷

胡瓜

蕃茄

南瓜(穎)

楽豆

甜菜

落花生

扁豆

煙草

Mz

十

O1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

1925年LARUEは 病原菌が よく培養中寄生力を失ふ ことあるに留意 し,共の原因は病原菌

を培養しつつある間に寄生力な きMutantが 磯生し,終 に之が繁殖して原菌たる病原菌を堅

し,終 に病原菌は寄生力を失ひたるが如き結果を生するものなることを設けり。 本例 も亦其

の …例 と見ることを得べ し。

(4)生 理的性質

著者は生理的性質中就中(一一i)酸及アルカリに樹する耐度及び(二)酸 の生成量てつきM,

及o.の両 者を対比するところあ りた り。(=)に あ りてはCzapekの 液を作 り,之 れにN/5

HCI及N/5晦OHを 添加して以下の各種の反応 を有する培 養 基 を作 り,之れにM、 及O.



を接種 して三週 日に亘 りて其の発育 を槍 し,(二)に あ りては同じくCZAPEK液(PH6.8)にM.

及O.を 接種 して28"Cに30日 問保ち,後 其の培養液のPHを 測定し,伺 併せて菌の生長

量 を秤量して単位 生長量に蜀 するPHの 成生量 を測定せ り。即ち次の如し。

(一)酸 及アルカ リに蜀する耐度

(二)酸 の成生量

M1

Oユ

原酸度

PH

6.8

6。8

30日 後の酸度

1)H

3.3

2.6

増加酸度

PH

3.5

4.2

菌の生長量(瓦)

0.20

0.15

菌 一瓦生属量に対す ろ成生
酸度

PH
17.5

28.0

之れによるにM.はo、 に比して酸及アルカリに対する 耐度弱 く,叉 酸の威生量 も著 しく

劣 るを知 るを得べ し。

(C)M、 と菌核菌 の各Strain

著 者 は嚢 に を各地 よ り得,之 れ を嫌觸 現 象に よりて35strainに 種 別せ

し

り。 内M.(菌48號)と 他 のStrainと を嫌觸 現 象につ きて対 比すれば次の如 し。
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但 し十は牛嫌觸 現象 升 は両嫌觸 現 象 を示す。之れによるにM、(菌48號)は 已知の



Strainと 冨 別すべ き猫立のStrainな る ことを知 るを得。

(D)Mエ の固定性

著 者はM1が 固定せるものなりや否を確めんがために,M1の 培養より任意に10個 の菌

核 をinoculumと して とり之れ を第一次 となして培養し,更 に各より任意に10個 の菌核をと

り之れを第二次 として培養 し,以 下か くして第五次に至る培養を作 り・各次を通 じて母菌及

相互間の 培養的性質(主 として菌糸 の配列,形 態)並 に形態的性質(主 として菌 咳の型,色,

大 さ)を 比較せ り。然るに其の問に何等の差異を認むること能はざりき。

両著者はM、 の培養より任意に菌核をとり之れをinoculumと してPetri-dishに 培養し,之

れにつき圖の如 く24の 部 分に亘 りて平等に菌糸 を釣菌して培養し,共 の菌糸 及菌核につき
の

培養的並に形態的性質を瓦較せ り。

第二 圖

然 るに何れのinoculumよ りの菌 も凡て同一なる性質

を有することを認めた り。更に著者はM1を 鍾々なる培

養基に培養 して後共の性質を観察せ しに,培 養基の影響

により毫 も其の性質を墾することなきことを認 めた り。

即 ちM1は 縦にも横にも同 一の性質を有 し・而 も外囲の

状態によりて影 響せらるることなく全 く固定せる性質を

有するものなることを認むるを得た り。

著者は嚢に嫌觸現象につき同一種渦には嫌觸現象な く

唯異る種間に 於てのみ両嫌觸 現象或は半嫌觸 現象の生するものなることを示せ り。鼓には更

に此現象を利用してM、 の 固定 性 を槍せんとせ り。即 ちM.の 一個の菌 核をとり之れを

inoculumと して培養し,之 れ より出來た る菌核87個 中任意に12個 を選びて対待培養 し之

れ を第一次 となし更に12個 の各のinoculumに 相當するところより一づつ都合12個 の菌核

をとり之れを対待培養 し第二次 とせ り。か くすること第五次なるも各次に亘 りて全 く嫌觸現

象の成生を見す。街M.の 培養 より一つの菌核をとりて培養 し,出 來たる総菌核16個 を対

待培養せしに全 く嫌觸現象を生ぜざりき。此等は凡てM1よ り出來たる菌核が 同 一種なる

を示すものにしてM.が 固定せるを示すものなり。



3.  Mutant2.(M2)

(A)M2の 起 源

著者は菌6號 及菌12號 を麹汁寒天培養基に対待培養せしに,1925年7月5口 菌6號

のColonyの 一・端に當 り母菌6號 と嫌觸現象を成す菌の突磯せ しを獲見せ り。而 して菌6

號は1924年8月11周 瀧元清透が九州帝國大學農學部農場に於て探樂せし罹病の落花生 よ

り分離し得たるものにして,菌12號 は1922年8月13日 同氏が稲岡縣糟屋郡箱崎に於て

採集せし罹病の南瓜より分離 し得たるものな り。

(B)M2の 性 質

Mzは 凡ての性質に於て の特性を有 し,特 に原菌6號(02)と は形態

上殆んど区別し難し。唯著 しき差異は02に 劉 し明かなる両嫌觸 現象を成す勲なりとす。

(1)形 態的陛質(麹 汁寒天培養)

Mzは 麹汁寒天培養基上によく繁殖し,菌 紐は白色にして絹綜光澤を有 し,共 の質は堅密

にして梢弧直に,培 養基上に平等に配列して菌核を作る。菌核は共の大さ中大にして球形を

なし,J'F均直径1.6502±O.0339mmと す。共 の色は濃褐色にして表面は『s滑に,叉 概して整i

-・なり。菌核の有色組織は普通一層 の細胞より成 り厚さ干均14 .4μ にして軍に菌核の表面

を蔽ふに過 ぎす。 此等を02と 樹比するにM2の 菌懸が02の 夫に比して梢純白なるを除

きては殆んど両 者間に差異なしと見 るを得べし。禽M2及02は 共に培養基上並に寄主植

物上にて胞子を形成せす。

(2)培 養白勺'1生質

M2は 醤油寒天 ・麹汁寒天 ・菓豆煎汁寒天 ・馬鈴薯寒天 ・肉汁寒天 及蒸馬鈴薯 等 の培養

基によく繁殖し,就 中麹汁寒天及蒸馬鈴薯には最 もよく繁殖して容易に厚き菌層を作る。菌

綜は通 じて白色絹怒光澤を有し,菌 核は『二等に形成配列せらる。一般には小にして球形をな

し整一なるも,蒸 馬鈴薯に培養するときには梢大になる傾あり。樹牛乳にもよく繁殖し容易

に之れを凝固するも,「ペプ トン」化することなし。 以上の培養的性質は全 く02の 夫れと

異ることなし。

(3)寄 生的性質

M2の 寄生性は の 各Strainと 概ね異 ることなし。 著者は下の11種 の

作物につき接種試験 をなせ り。共の結果 を02の 夫れと比較するに次の如 し。

但 し接種試験 の方法はMlの 場合に準ビリ。

Sclerotium Rolfsii

Selerotium  Rolfsii



接 種 植 物

箆 庶

馬 鈴 薯

甘 藷

胡 瓜

蕃 茄

南 瓜(穎)

菓 豆

甜 楽

落 花 生

扁 豆

煙 草

M.,

十

†

十

十

十

十

十

±

02

十

十

十

十

十

十

十

十

之れを見るにM,は 唯煙草に接種 し得 ざる外は大約o、 と異 ることなし。

(4)生 理的性質

生理的性質就中酸及アルカ リに対する 耐度及酸の生産量につきて野比せしに・M,及02

の両者間には殆んど差異を認 めす。 即ち著者は已記の各反応 を有するCZApEK液 にM、 及

O,を 接種し三週日の後に其の発育 を槍せしに次の如 し。

伺M2及02をCZAPEK液 に培養 し30日 後 に至 り其菌 磨液 の反応 を槍せ しに次 の如 し。

菌

M2

02

原酸度

1)H

6.8

6.8

30日 後酸度

PII

2.9

2.8

糟加酸度

PH

3.9

4.0

菌の生長最(瓦)

0.20

0.£0

菌 一一瓦 の生 腰量 に
勤 す ろ生艶萱酸 度

PH

19。5

20.0

(C)M,と 菌 核菌D他 のStrain

M2は嫌觸 現 象に於 てのみ02と 異 る ことは已に之れ を述 べた り。鼓 には他のStraainの

菌 とM2と を嫌觸 現象 につ きて比較 すると ころあ りた り。即 ち次 の如 し。



但 し+は 牛嫌觸 現 象H一 は両嫌觸 現 象 を示す。 之 れ に よるにM2は 已知 のStrainと は

全 く關係 な く猫 立す るStrainな る ことを知 るを得 。 伺M、 と対待培養 琶しに両嫌觸 現象 を

呈せ しを以てM2はM.と は 異 るStrainな る事 を知 るを得。

(D)M2の 固 定 性

魂 は固定せるものなりや否を知 らんとし其の特性たる嫌觸現象につきて究むるところあ

りた り。之れがために著者はM2の 一個の菌核をinocUlumと して扁亭培養 をなし,こ とに

出來たる菌核183個 中任意に10個 を選びて対待培養をなし,之 れを第一次 となし,更 に10

個のinoculumに 相當する部分より任意に菌核一個 つつ都合10個 をとりて対待培養し之れ、

を第二次 となしか くすること第五次に及び其の間に常に嫌觸現象の有無 を観察せ り。然るに

各次 を通 じて毎対待 培養共常に嫌觸現象を生ぜす。樹M202よ り任意に各5個 の菌核をと

りてinoculumと なし之れを対待培養 し,第 五次に亘 りて嫌觸現象の有無 を観察 ぜり。然る

に各次 とも凡て両嫌觸 現象を生ぜ り。 此等は即 ちM2が 固定せる種類なることを示すもの

な りとす。

4.結 論

微 生物就 中菌 顛に於 てmutationの 存 在す ることは已に之れ を述べた り。 而 してmutation

は 樹 培養基 止に於て も屡 々突獲 し得 る ζとは 已にBRIER肌Y,STEVEN8,BONAR,及CHRISTENSEN

等 に よりて 各示 され た るところな り。



今菌 に類つ きmutantと して認 められた る も9)を 案 ナ るに・STEVENS及CHRIgTENSENの 詮 く

が如 く多 くは性質の喪失 に基 くもの に して,即 ら色の消 失(Albino).胞 子 形成の不能(Sterility)

及 寄 生力の消 失(Saprophyte)等 が其 の主 なるものの如 し。

今 之れ を著者が以上に示せ しmutantの 二 例 につ きて見 るに,共 に培養基上 にて 突獲 し,

M、 は寄生力の消失 を除 きて は菌核 の色 の濃加,形 状 の増大,胞 子形成 力 の強化等寧 ろ性 質

の増加 或は添加 を意味 し,叉M,は嫌觸 現象形成の能 力を得た り。 故 に菌 類のmutantは

前 両 氏の説 くが如 く張ち性質の消失 に限 るもの とのみ見 るべか らす。省M、 及M、 は 全 く外

園の}伏況 と無關係 に生 じた るものに してBRIERELYに 從 へばfotiutousmutantの 内 のSpon-

taneousmutantに すべ き もの とす。

菌 類のmutationの 機 構につ きては菌 類自体 のSexualityが 明 かな らす及 び細胞學的研究

が充分 ならざる とに より,叉 從來研究せ し もの につ きて も核及染色 膿が極 めて微 細に して其

の形態 及激 を辿 ること困難 なる とによ り,未 だ適確 なる説明 をなせ しもの を聞かつ㌔ 嚢 に

1)ASTURは を研究 し共 のmutantは 子 嚢胞 子 より培養せ しもの に多 くし

て分生胞子 よ りの もの に少 きを認 め,mutantはsomaticsegregationに よ りて起 るものにあ ら

すや との疑 を示せ り.e街CAYLEYは を培養す るに當 り,同 一子嚢殻 内

よ りの 子嚢 泡子 につ き単 胞培養せ しに,往 々嫌觸 現 象 を生す る別種のColonyの 生 す ること

を認 めた り。

就 中BRIERELYは のalbinomutantに つ きて研究 し,菌 類のmutantは

heterozygoteの .somaticsegregationtに 基 くものな りとせ りo其 の後CHRIsTENsENもBRIERELY

の 設 を認 め,更 に菌 類のmutanbに は稀 にはhybridizationtcよ りて も起 る ことある を示せ り

・A.は

B.は

 Glornerella cingulata

Botrytis cinerea

第 三 圖

fusion 

 clamp connection

Diaporthe perniciosa

即 ち此等は普通 に菌 類に見 るmutantがgenotyplc

changeに あ らざることを示 す もの な りとす。

今 を見 るにHIGGINSの 読 くが

如 く其 の菌糸 は 多族細胞 よ り成 る。 之は菌糸 の接合

(anastomosis)に 由 來す る ものなるべ く,殊 に本菌 にて

は常に菌線illにclampconv,ection及fusionを 認 む。

此場合 に核につ きて見 るに,同 一・種 のstrhinの 菌 の

接合 に よ りて出來 た る菌 の菌糸 には同 一種 の核 を,異

るStrainの 菌 の接合 に よ りてIE來 た る菌 の菌糸 には

異 稚の 核 を有 する もの と見 るを碍べ し。

 Sclerotium Rolfsii



然 るに本菌 は著者が嚢 に謎 せ しが如 く嫌觸 現 象なる特性 を有 し,同 一strain間 の菌懸 は

相互 に錯 綜す るも異 るstrain間の菌糸 は相対 待 して全 く接 する ことな し。 從 ひて接合 は同

一・strain間 に 於てのみ行はれ 異るstrain闇 に は全 く起 る ことなき を知 るぺ し。かかる接合

につ きて は已に1921年 松 本魏 が につ きて之れ と同 一な る關係 を示 す と

ころあ りた り。 故 に 鼠Rolfsiiの 多 核細胞 の核は同一strainの菌糸 に由來す るものに して

同一一種 の核な ることを認 む ることを得 。 即 ち はhe七erozyg。teた り得 ざるものな

りと推定せ らる。而 してBURGEFFの に つ きての研究 に よれ ば,菌 の個体

の性質 に及ぼ す ものは核の数の多 少にあ らす して共の種類に あ りとせ り。故にs.Rolfsiiも

接 合 に よ りて偶 々核は増減す るも夫 よ り生 じた る個体 に つきては相互に何等区 別 を現 はすべ

き ことなか るべ し。

之 より見れ ば,M、 及M、 の現 生の機構 は從來BRIERELYに よ りて説明 せ られたるが如 く

somaticsegregationに よる ものにあ らす,叉CHRIsTE.N'sENが 推 論せ しが如 くhybridizationに

も よるに あらす して全 くGenotypicchangeに よ るmutationな りとし,Budvariationに 樹 比

す る を得べ し。

樹 從來菌 類に起 りしmutantはM,の 如 く単に一つの性質のmutaionを 常 とす るも,亦

.皿.の 如 く多 くの性 質の もあ るを知 るべ し。

 Rh.izocionia Solani

  Rolfsii

Phycom yces nitens

5.摘 要

1.著 者は婁に菌核菌 一名白絹病菌 を嫌觸現象によりて区別し少 くとも35種 のStrainが

現實することを示せ り。 就中以上のstrain中14strainが 福岡地方に存在することは最も

注意すべきことなりとす。か く同一種の菌に多数のstrainが 存在 し而 も同一地方に多数 存

することは已に共の例なきにあらす。然れ ども本菌にありては嫌觸現象による特種の分化法

をとれるを以て或は共の分化法が不合理 な りしによるを保せす。 然 るに本菌を培養中偶

mutantの 二例 を得たるを以て著者は少 くとも本菌に多数 のstrainの 存在するを肯定するを

得た り。

2.mutant、(M、,は 菌44號 の菌糸 の一端 より突発せしものにしてOriginal.(O、)に 比 し

菌糸は繊細にして幅5.Oμ,褐 色にして綿懸光澤 を有 し,菌 咳は著しく不正形にして大に,表

面は黒褐或は濃褐色にして粗に,有 色組織は3乃 至4層 より成 り其の厚 さ33.μ に及蕊。

『M
.の 著 しき特徴は培養基上にて容易に胞子 を作ること,殆 んど寄生性 を峡 ぐこと及び培養

基に於ける初期の菌 咳が腫物状 をなすことなりとす。共の他反応 に対する 耐度及酸の成生量



は何れ も0.に 劣 り街O.に 勤 しては孚嫌觸 現象,其 の他のstrainに対して は半嫌觸 現 象

或 は両嫌觸 現 象 を示 す。

3.mutant、(M,)は 菌6號 の菌糸 の一端 より突発 し其 の性 質はOriginal2(02)に対して

両嫌賜現 象 を呈す る外は殆 ん どo、 と異 るこ とな し。'・ ・

4.此 等M.及M。 の両 者は第五代次 に及 びて培養 し培養的,形 態的性 質並 に嫌觸 現象 に

つ きて槍 せ しに常 に同一の性 質 を示 す。御M1及M2の菌糸D各 部 につ き同様 に槍 する も凡

で 同一 の性質 を保 て り。此の性 質は培養基 を通過す るに よりて変 す るこ とな し。即 ちM、 及

M2は 固定 せ る菌 な りと認 む ることを得 。 ・

'5
.從 來 菌 類のmutantはSegregation及Hybridizationに よる もの とせ らる。今本菌 を見

るに其 の菌糸 は多核細胞 よ り成 り容 易に接 合(anastomosis}を な す。 而 して接合は嫌觸 現象

の理 に より同一strain間に のみ起 るが故 に雑交 する ことな く,從 ひて菌糸 内の多核は何れ も

同 一種 と認 む ることを得。禽菌 類個体 の性質 は核の種 類に關 し其の数 には よらざる もの とせ

らる。 然 らばsegregationに よ りて本菌 より出來た る菌は凡て母菌 と同 一な らざるべか から

す 。故 にMエ 及M2の 如 き母菌 と全 く異 る特種 の形 質 を有 す る菌 を生す る理 な し。 叉本菌

は嫌觸 作用上hybridizationを な す こ と能 はす。依て本菌 に生 じた るM、 及M2は 高等 植物

に見 るが如 きgenotypicchangeよ りなるmutantに してBudvariationに 比 すべ き もの と見

らる。
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中田覺五郎:菌 核菌…名自絹病菌 に就て

第一報　嫌觸 現象 と種類との關係 九州帝國大學農學部學藝雑誌 第一巻第四號頁177,1925.

 (Scicrotium Rolfsii S Acc.)

(Nakata, K.: Bul. Se:. Fak. Terk. Kjusu Imp. Univ. vol. 1, no, 4, p. 177, 1925.)

菌 核 菌 一 名 白 絹 病 菌(E'cZerot'inmRolfsijiSACC.)に 就 て

第二報嫌觸現象 の形態的親察並に其の原因 九州帝國大學農學部學藝雑誌 第一一巻第五號頁210,

lgzr).

(Nakata,  K.: Bul. Sci. Fak. Terk. Kjusu Imp. Univ. vol. 1, no 5, p. 310, 1925.)
"1菌 核菌一名白絹病菌 に就て

第三モ報 菌核菌の胞子型及之れと

及 との系統的關係並に 、 との種驕的

關係に就て 九州帝國大學農學部學藝雑誌 第二巻第一號頁7.1926。

 I)ELACr.

(Sclerolium Rolfsii SACC.)

I~. Cucumeris Fr.

Hypoeli.nus centrifugus (LEV.) Tur.., H. Solani Frill. et
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第 二 圖 版解説

Fig.1.M2の 麹汁 寒 天培 養 基 上 に於 け るコ ロニー

Fig.2。Mエ の麹汁 寒 天 培 養 基上 に於 け る コ ロニー

雪ig・3.菌 該の 形状AはM2,BはMエ の菌 陵

Fig.4.M2と 菌6號(original2)と の謝 待培 養に して雨嬢 鰯現 象な 暴 す ろQ・示 す

耳ig.5.M1と 菌41號(original3)と の劉待 培 養 に して牛 嬢 燭現 象秘 呈 す る毎 示 す

STUDIES ON  Sclerotium Rolfsii SACC. PART VI. 
    TWO MUTANTS IN THE FUNGUS •

(Resume) 

Kakugoro NAKATA

   1. In March, 1925, the writer obtained a new form (M1) of Sclerotium 

Rolfsii in the culture of origin 44. Its mycelia are fine and slender 
measuring 5.ON, in width and take on brown color with cottony ruster. Its 

sclerotia are extremely irregular and large with rough surface. Colored 

outer part of the sclerotia consists of three or four layers measuring 33µ 
in thickness. It shows one-sided aversion to original and mutual aversion 

to other strains of the fungus. Loss of pathogenicity, production of spores 
in cultural media and formation of blister-like sclerotia in early stage of 

their development are the most characteristics of the fungus (M1). 

   2. In July, 1925, the writer also obtained a new form (M2) of the 

fungus in the culture of origin 6. It is the same in all respects as original, 

with exception of the phenomenon of mutual aversion, which occurs 
between them. 

   3. M1 and M2 bred true during repeated subsequent transfers. They 
have been grown on different kinds of media and under differerent condi-

tions without losing their constant characters, especially for cultural, 
morphological and averting characters. Every part of mycelia taken as an 

inoculum shows the same characters on its subculture.



學 藝 雑誌 第二 巻,BultenoScienoaVo1・2・ 第二 圖 版Tab.2.

Fig・1. Fig.鉱

Fig・4・
Fig.3・

Fig・5.

中 田 菌 核 菌
 NAKATA  : Sclerotium Rolfsii



   4. Mutant in fungi is supposed merely as phenotypes and interpreted 

to be due to segregation or hybridization. So  `  saltant' or ` transmutant' 

is applied to fungi distinguishing from `mutant' . 
   Considering Sclerotium Rolfsii the mycelia fuse together and a binu-

cleated cell is formed. In the case the fusion takes place only bet-

ween the same strains of the fungus; if the strains are different they 
avert mutually leaving non-growth-region of the mycelia. Therefore nuclei 

in the binucleated cells are originated from the same strains and they 

should be the same in nature. So new forms M1 and M2, different from 
originals are asserted to be true mutants caused by genotypic change, not 

by segregation or hybridization. 
   5. The mutants M1 and M, are of importance in proving the pos-

sibility of being so many strains in the fungus, in asserting the perfect 

form of the fungus to be Hyj5ochnus and in offering an example of true 

mutant in fungi comparable to bud variation in higher plants.


